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1 はじめに 

ドライバが運転中に音楽を聴くことで，楽しいドラ

イブシーンの演出や長時間運転による眠気や退屈の払

拭に有用であることは多くのドライバが経験している

ものと考える．近年では，自動車の新しい付加価値と

して，ドライブシーンを把握しドライバの嗜好性にあ

った（共感するような）音楽を自動で検索・選曲がで

きるような，ユーザを飽きさせない情報コンテンツ提

供（システム）の実現も期待されている．一方で，運

転中に音楽に聴き入ってしまうといった運転者の音楽

へのディストラクションも懸念され，例えば，飛び出

しなどの突発的な事象にドライバが迅速に対応できる

かは，予防安全の観点から非常に重要である． 

そこで，本研究では，ドライビングシミュレータを

用い，運転中の音楽聴取によるドライバの突発事象に

対する運転パフォーマンスへの影響を検討することを

目的とする． 

 

2 運転中の音楽聴取場面に関する調査 

2.1 調査概要 

ドライビングシミュレータ実験におけるシナリオ設

定のため，まず始めに，運転中のドライバがどんなド

ライバ状態や状況で音楽聴取を行うことにより，音楽

の影響を受けやすいと感じているのか調べるために質

問紙によるアンケート調査を行った．対象となるドラ

イバの状態・状況は広範囲に及ぶと考えたため，ドラ

イバ評価手法部門委員会のドライバ記述ワーキンググ

ループにおいて検討された質問項目1）を参考にして，

全27項目の質問紙を作成した． 

 音楽と人間の関係に関する研究の歴史が長い心理学

分野では音楽聴取による「気分」の誘導効果が確認さ

れている2）3）．そこで，被験者には，質問紙に様々な

運転状況等を記載して，音楽聴取により気分の変化が

誘導されやすいと思われる状況等を複数選択可として

回答させた．被験者はドライビングシミュレータ実験

に参加可能な若年者11名（平均22.3歳）とした． 

 

2.2 調査結果 

図1に質問項目に対する回答結果を示す．図より，覚

醒度のレベル（11名中10名），運転の時間帯（11名中8

名），天候の特徴（11名中7名），照度の特徴（11名中

7名），交通量の特徴（11名中7名），交通流の特徴（11

名中7名），風土・気候的特徴（11名中6名）が過半数

以上の回答結果として得た． 

調査結果より，ドライバの状態である「覚醒度のレ

ベル」を被験者の前提条件とすることで，より音楽に

影響を受けるドライバの状態を作り出すことができる

と考える．ここで，覚醒度のレベルは，大きく分ける

と「高覚醒時」と「低覚醒時」がある．高覚醒時は覚

醒して意識がはっきりしている状態であり，低覚醒時

は眠気が高く意識も朦朧としている状態である. 

これらの状態下ではドライバが求めている音楽も異

なると考えられ，被験者の覚醒度の初期条件を考慮す

ることは重要である．ここで，長谷川らは，低覚醒時

にドライバが音楽を聴取した際の効果として，顔画像

および脳波からは音楽聴取による覚醒度低下の抑制に

効果があり，眠気度に応じて走行速度が変化する様子

がうかがえた4）ことを報告している． 
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ただし，低覚醒状態の表現には個人差が大きく，低

覚醒の定義も確立されていないため，被験者間での比

較をすることが難しい．そこで，本検討では被験者状

態定義がしやすい活性状態である高覚醒時における検

討を行う．なお，前述の通り，音楽の嗜好性には個人

差があり，またこの違いによる運転パフォーマンスへ

の影響も併せて検討を行う． 
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図1 音楽聴取時における気分変動要因調査結果 

 

3 本研究の実験環境 

3.1 ドライビングシミュレータ 

ドライビングシミュレータ実験は実車実験に比べて，

安全に実験が実施できると共にドライバの運転操作お

よび走行環境の計測が容易に行えるという利点がある．

本研究で用いるドライビングシミュレータ（図2）は，

6軸の動揺装置を用いることでドライバに疑似的に加

速度を与えることが可能である．また，前方画像情報

は曲面対応背景用プロジェクタ及び球面スクリーンを

用いることで画角を広く得ており，実車に近い速度感

を表現している．さらに，画像中心部は左右眼用ター

ゲットプロジェクタ及び偏光眼鏡を用いて立体視を行

っており，前車等との距離感を得やすくしてある． 

 

3.2 音源環境 

ドライビングシミュレータを運転しながら音楽を聴

取できるように，家庭用ステレオコンポを用いた．運

転席の左右にスピーカを配置し，車内で音楽聴取する

状況を模擬するように被験者の意見を求めながら調整

した． 

 

図2 ドライビングシミュレータ外観 

 

4 音楽聴取の運転パフォーマンスへの影響 

4.1 実験目的 

自動車運転中の突発事象への対応として，嗜好性の

異なる音楽聴取の有無によってドライバの運転パフォ

ーマンスがどのように変化するのかを検討する． 

 

4.2 実験概要 

ドライバの状態を高覚醒，運転場面としては片側1

車線（対向2車線）の道路を走行中，突然対向車線の車

両の陰から障害物が飛び出してくる状況で，それを自

車両のドライバが回避する突発事象のシナリオを考え，

被験者は日常的に自動車の運転を行っている22歳の男

性1名とした． 

また，運転中の音楽聴取場面に関する調査結果で過

半数が回答した項目の中から使用するドライビングシ

ミュレータ上で限定可能な項目を検討し，今回の実験

では運転の時間帯は日中，天候の特徴は雲が尐ない晴

れ，照度の特徴は雲が尐ない晴れの日中程度，交通量

の特徴はやや多い程度，交通流の特徴は法定速度程度

で走行という条件のもと行った． 
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4.3 実験方法 

4.3.1 走行内容 

ドライビングシミュレータを用いて1走行約5分の走

行を被験者のコメントをもとに十分な休憩をはさみな

がら行い，障害物の飛び出しがある本走行のシナリオ

以外にも3種類のサブ走行のシナリオ（単独，渋滞，高

速道路）をランダムに走行をさせ，その中で音楽聴取

ありとなしの走行を行った． 本走行では被験者に一般

道路の法定速度を意識した時速60km/hの定常速度で走

行し，飛び出しのイベントに対応するよう教示をした．

また，飛び出し位置に対する慣れの影響も除くためラ

ンダムな位置で飛び出しを行った． 

なお，被験者には数回の慣熟走行をさせながら，事

前に回答を得た複数の嗜好性に合う音楽と合わない音

楽についての各音量も被験者自身で調節してもらい，

本走行とサブ走行ではその設定で聴取をさせた． 

4.3.2 計測項目 

運転挙動データではドライバの運転操作として操舵

角，アクセル開度，ブレーキ量，車両状態量として前

後方向速度，横方向速度，車両位置を計測した．また，

自律神経系である交感神経系は危急事態に対峙するた

めに，副交感神経系は休息・休養を希求するために相

補的に活動している5】といわれており，本実験では音

楽聴取が突発事象への対応に及ぼす影響を検討するた

め，交感神経の活性度合いをとらえる皮膚コンダクタ

ンスを生体反応として計測した．さらに，突発事象の

発見に対する反応時間をとらえるためにアイマークレ

コーダによる視線行動，主観評定では音楽による気分

の変化，ドライブシーンとのフィット感，運転に対す

る安全感，運転に対する集中力，突発事象に対する対

応力，音楽へのディストラクション状況について5件法

を用い計測した． 

 

4.4 実験結果 

4.4.1 主観評定 

音楽聴取時の走行において主観評定から気分の好転

があり，ドライブシーンとのフィット感を感じていた

走行は音楽に対する「共感あり走行」とし，この走行

には前述した運転操作から気をそらすディストラクシ

ョンがドライバの意識として起きていると仮定し，「デ

ィストラクションあり走行」とし，音楽へのディスト

ラクション状況からも被験者が主観的に感じているこ

とを確認した．また，音楽に対して共感していない走

行を「ディストラクションなし走行」，音楽聴取なし

の走行を「音楽なし走行」とし，計3条件を本検討の走

行条件とする．走行は各条件3走行行い，そして各走行

条件に対する運転に対する安全感，運転に対する集中

力の平均結果をそれぞれ図3，図4，に示す．  

 

図3 運転に対する安全感結果 

 

図4 運転に対する集中力 

この結果から，今回の被験者では運転に対する安全

感では音楽へのディストラクションがある走行と音楽

聴取なしの走行で優位性はあまり見られなかったが，

運転に対する集中力はディストラクションがある走行

の方が，音楽なし走行とディストラクションがない走

行より主観的には優位性を感じていることがわかった． 
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4.4.2 生体反応 

次に，各走行条件における音楽による交感神経系の

活性度合いを皮膚コンダクタンスの結果から図5に示

す． 

 

図5 皮膚コンダクタンス結果 

この結果から，音楽聴取を行いながら運転をすると

今回の被験者ではディストラクションあり走行，ディ

ストラクションなし走行共に，交感神経系の活性がみ

られたと推察される． 

4.4.3 運転パフォーマンス 

まず，本走行での障害物の飛び出しはブレーキを踏

んで安全に停止できる状況ではないため，操舵角をド

ライバの主な制御動作とし，飛び出す障害物の動きに

対する回避操作の反応時間を図6に示す． 

 

図6 回避操作の反応時間（操舵） 

次に，視線行動により障害物の発見に優位があるの

か，回避行動に優位があるのか評価する．突発事象発

見における反応時間の結果を図7に示す． 

これらの結果から，突発事象における発見からは各

走行条件で大きな差は見られなかったが，回避操作の

反応時間ではディストラクションありにおいて若干で

はあるが，その他の条件に比べ早まる結果となった． 

 

図7 発見における反応時間結果（視線行動） 

 

5 考察 

 今回の実験条件において音楽聴取による交感神経系

の活性が見られ，それに伴い音楽に共感したディスト

ラクションありの走行では回避行動の反応時間に優位

性がみられたが，これは嗜好性に合った共感できる音

楽を聴くことで主観的にも被験者が感じていた運転へ

の集中力が増しているからだと考えられる． 

 

6 おわりに 

 高覚醒の状況で運転中の音楽聴取がドライバの突発

事象における運転パフォーマンスに及ぼす影響を検討

した．今後，音楽聴取によるこれらの運転パフォーマ

ンスの変化の要因を検討するため，ドライバの情報処

理モデルを構築する．  
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